
会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

市

政

改

革

ク

ラ

ブ

 

【

氏

 

名

】

瀬

村

尚

央

 

 

問

 

行

政

窓

口

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

納

付

に

つ

い

て

問

う

 

住

民

票

の

写

し

等

を

受

け

取

る

際

の

手

数

料

、

各

種

施

設

利

用

に

際

し

て

支

払

う

施

設

利

用

料

等

に

つ

い

て

、

新

し

い

生

活

様

式

、

デ

ジ

タ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

の

観

点

か

ら

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

の

導

入

を

推

進

し

て

い

く

べ

き

と

考

え

る

が

市

の

考

え

方

に

つ

い

て

問

う

。

 

答

 

新

し

い

生

活

様

式

に

対

応

す

る

た

め

に

も

、

使

用

料

・

手

数

料

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

を

推

進

し

、

ま

ず

は

効

果

の

検

証

か

ら

進

め

て

い

く

。

 

問

 

来

年

度

以

降

試

験

的

に

導

入

し

て

い

く

 

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

と

い

っ

て

も

、

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

、
電

子

マ

ネ

ー

、Q
R

と

種

類

が

豊

富

で

あ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

長

所

と

短

所

が

あ

る

が

、

岩

国

市

に

お

け

る

ニ

ー

ズ

調

査

や

今

後

の

具

体

的

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

問

う

。

 

答

 

今

年

度

、

運

用

手

順

や

課

題

等

に

つ

い

て

、

担

当

部

署

と

協

議

を

実

施

し

、

来

年

度

か

ら

の

試

験

導

入

を

進

め

て

い

く

。

ま

た

、

第

１

段

階

と

し

て

１

枚

の

ス

テ

ッ

カ

ー

で

複

数

の

決

済

サ

ー

ビ

ス

に

対

応

し

て

い

る

J
P

Q
R

の

導

入

を

検

討

し

て

い

く

方

針

で

あ

る

。

 



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏

 

名

】

越

澤

二

代

 

 

問

 

愛

宕

山

多

目

的

広

場

の

今

度

の

利

活

用

に

つ

い

て

 

愛

宕

山

多

目

的

広

場

は

市

民

の

憩

い

・

交

流

の

場

で

あ

る

と

と

も

に

防

災

拠

点

と

し

て

様

々

な

機

能

を

備

え

た

防

災

公

園

と

な

っ

て

い

る

。

整

備

さ

れ

て

い

る

防

災

拠

点

と

し

て

の

機

能

の

活

用

が

重

要

で

あ

る

。

今

後

の

利

活

用

に

つ

い

て

伺

う

。

 

答

 

災

害

活

動

拠

点

と

し

て

機

能

の

周

知

を

図

る

 

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

収

束

後

に

は

、

一

層

の

利

用

者

の

増

加

が

見

込

ま

れ

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

時

期

を

捉

え

、

愛

宕

山

ふ

く

ろ

う

公

園

を

会

場

と

す

る

防

災

訓

練

を

す

る

な

ど

、

災

害

活

動

拠

点

と

し

て

の

機

能

に

つ

い

て

周

知

を

図

る

。

 

そ

の

他

の

質

問

項

目

 

・

新

型

コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

接

種

の

円

滑

な

実

施

に

つ

い

て

 

・

不

妊

症

・

不

育

症

治

療

に

よ

る

出

産

へ

の

支

援

に

つ

い

て

 

      



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 
【

氏
 

名

】

大

西

明

子

 

 

問

 

公

共

施

設

や

学

校

の

ト

イ

レ

に

生

理

用

品

を

置

く

こ

と

 

長

引

く

コ

ロ

ナ

禍

で

経

済

的

に

困

窮

し

、

ナ

プ

キ

ン

な

ど

の

生

理

用

品

が

購

入

で

き

な

い
「

生

理

の

貧

困

」

が

問

題

に

な

っ

て

い

る

。

ア

ル

バ

イ

ト

収

入

が

減

っ

た

り

解

雇

さ

れ

た

り

と

若

い

世

代

を

中

心

に

入

手

に

苦

労

す

る

人

が

少

な

く

な

い

状

況

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

金

銭

的

な

理

由

で

生

理

用

品

の

入

手

に

苦

労

し

た

人

２

割

、

節

約

の

た

め

交

換

頻

度

を

減

ら

し

た

人

3
7

％

、

生

理

用

品

で

な

い

も

の

を

使

っ

た

人

2
7

％

、

生

理

用

品

を

買

え

ず

外

出

で

き

ず

学

校

を

休

む

な

ど

日

常

生

活

に

支

障

が

あ

っ

た

人

は

半

数

近

く

に

上

っ

た

。

こ

の

調

査

後

、

内

閣

府

は

女

性

支

援

の

交

付

金

を

拡

充

し

、

生

理

用

品

の

無

料

配

布

を

加

え

「

地

域

女

性

活

躍

推

進

交

付

金

」

に

よ

り

支

援

。
「

地

域

子

供

の

未

来

応

援

交

付

金

」

も

活

用

し

、

子

供

の

支

援

に

現

在

3
9

都

道

府

県

2
2

5

自

治

体

が

生

理

用

品

配

布

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

岩

国

市

も

公

共

施

設

や

学

校

の

ト

イ

レ

に

置

い

て

誰

に

も

気

兼

ね

せ

ず

使

用

で

き

る

よ

う

取

り

組

み

を

求

め

た

。

 

答

 

公

共

施

設

等

に

生

理

用

品

の

配

布

を

前

向

き

に

検

討

 

岩

国

市

も

そ

の

必

要

性

に

つ

い

て

は

認

識

し

て

い

る

。

公

共

施

設

等

で

の

配

布

に

つ

い

て

前

向

き

に

検

討

す

る

と

答

え

た

。

 

 



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

憲

政

会

 

【

氏

 

名

】

松

本

久

次

 

 

問

 

森

林

環

境

整

備

基

金

積

立

金

に

つ

い

て

 

森

林

環

境

贈

与

税

を

財

源

と

し

、

森

林

整

備

の

促

進

を

目

的

と

し

て

、

基

金

を

積

立

て

て

い

る

。

積

立

の

目

的

内

容

と

活

用

方

法

に

つ

い

て

伺

う

。

 

答

 

森

林

の

整

備

促

進

に

つ

な

げ

て

い

き

た

い

 

森

林

整

備

の

施

策

や

、

整

備

を

担

う

べ

き

人

材

の

育

成

及

び

確

保

。

森

林

の

公

益

的

機

能

に

関

す

る

普

及

啓

発

、

木

林

利

用

の

促

進

等

に

関

す

る

施

策

に

要

す

る

費

用

に

充

て

る

た

め

に

設

置

し

て

い

る

。

現

在

こ

の

基

金

を

森

林

経

営

管

理

事

業

や

、

岩

国

産

木

材

市

産

市

消

促

進

事

業

費

補

助

金

な

ど

の

財

源

と

し

て

積

立

て

て

お

り

、

今

後

、

こ

の

基

金

を

活

用

し

、

森

林

の

整

備

促

進

に

つ

な

げ

て

い

く

。

 

     



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

同

志

会

 

【

氏
 

名

】

山

本

辰

哉

 

問

 
 

通

津

沖

工

業

団

地

の

退

勤

時

の

渋

滞

緩

和

措

置

を

問

う

。

 

答

 

右

折

レ

ー

ン

と

左

折

レ

ー

ン

を

今

よ

り

延

長

し

て

、

柳

井

方

面

へ

向

か

う

車

両

を

出

易

く

す

る

。

ま

た

、

国

道

１

８

８

号

と

の

交

差

点

に

ゼ

ブ

ラ

ラ

イ

ン

を

引

く

な

ど

、

市

道

か

ら

合

流

し

易

く

出

来

る

よ

う

国

等

に

依

頼

す

る

。

 

問

 

飼

い

主

の

い

な

い

猫

事

業

の

制

度

緩

和

に

つ

い

て

問

う

。

 

答

 

保

護

し

た

猫

は

家

で

飼

う

こ

と

が

前

提

な

の

で

耳

カ

ッ

ト

は

必

須

か

ら

推

奨

に

緩

和

す

る

。

 

ま

た

、

手

術

が

出

来

な

い

小

さ

な

猫

は

助

成

対

象

で

は

な

か

っ

た

が

、

今

期

か

ら

保

護

し

た

小

さ

な

猫

は

不

妊

・

去

勢

手

術

が

可

能

な

時

期

ま

で

待

て

る

事

と

し

た

。

 

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

二

葉

会

 

【

氏
 

名

】

片

山

原

司

 

問

 

防

災

体

制

に

お

け

る

避

難

に

つ

い

て

、

特

に

高

齢

者

の

た

め

の

避

難

所

の

機

能

が

大

切

で

あ

る

。

洋

式

ト

イ

レ

や

１

人

乗

り

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

が

必

要

で

あ

る

。

ま

た

、

防

災

ラ

ジ

オ

の

普

及

率

に

つ

い

て

問

う

。

 

答

 

ト

イ

レ

の

洋

式

化

は

避

難

所

で

は

高

い

整

備

率

で

あ

る

が

、

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

は

施

設

１０５

箇

所

中

１２

箇

所

し

か

整

備

し

て

い

な

い

。

費

用

と

と

も

に

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

逃

げ

遅

れ

ゼ

ロ

を

達

成

す

る

た

め

に

防

災

ラ

ジ

オ

が

設

置

さ

れ

て

い

る

が

、

合

併

後

の

大

き

な

特

徴

で

あ

る

。

整

備

率

の

高

い

地

域

は

錦

地

区

の

８７

％

、

美

川

地

区

の

９２

％

。

低

い

地

域

は

周

東

地

域

の

２７

％

、

岩

国

地

域

の

１５

％

と

な

っ

て

い

る

。

地

域

の

格

差

が

大

き

い

状

態

は

早

く

改

善

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

高

齢

者

避

難

対

策

の

た

め

に

１

人

用

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

設

置

と

防

災

ラ

ジ

オ

の

整

備

は

重

要

で

あ

る

。

 

  



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

市

政

改

革

ク

ラ

ブ

 

【

氏
 

名

】

植

野

正

則

 

問

 

令

和

３

年

度

に

行

わ

れ

る

本

市

の

農

業

振

興

地

域

農

用

地

区

域

の

見

直

し

に

つ

い

て

、

農

家

の

意

向

の

反

映

や

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

伺

う

。

 

答

 

令

和

４

年

度

当

初

に

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

を

募

集

す

る

。

ま

た

縦

覧

期

間

中

に

お

い

て

は

意

見

書

の

提

出

も

で

き

る

。

農

用

地

利

用

計

画

に

つ

い

て

は

県

知

事

の

同

意

を

得

て

最

終

的

に

は

令

和

４

年

度

末

頃

に

農

用

地

区

域

の

見

直

し

が

完

了

す

る

。

 

問

 

平

成

３１

年

３

月

に

稼

働

を

停

止

し

た

玖

珂

町

の

周

陽

環

境

整

備

セ

ン

タ

ー

解

体

工

事

の

具

体

的

な

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

と

、

解

体

後

の

跡

地

活

用

を

伺

う

。
 

答

 

周

陽

環

境

整

備

セ

ン

タ

ー

解

体

工

事

は

令

和

４

年

度

末

に

完

了

の

見

込

み

で

あ

る

。

跡

地

活

用

に

つ

い

て

は

地

元

の

意

向

も

参

考

に

し

な

が

ら

ス

ポ

ー

ツ

施

設

の

整

備

方

針

を

決

定

す

る

中

で

検

討

す

る

。

 

 

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏
 

名

】

中

村

 

豊

 

問

 

医

療

的

ケ

ア

児

を

受

入

れ

る

と

な

る

と

、

医

療

的

な

安

全

上

の

問

題

や

、

保

育

士

や

看

護

師

の

配

置

な

ど

、

体

制

の

整

備

が

必

要

と

な

る

が

、

訪

問

看

護

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

と

連

携

し

て

訪

問

看

護

で

は

な

く

、

事

業

所

職

員

と

し

て

契

約

し

、

事

業

所

に

受

入

れ

、

配

置

す

る

こ

と

で

看

護

師

の

確

保

に

つ

な

が

る

と

考

え

る

が

、

見

解

を

問

う

。

 

答

 

児

童

発

達

支

援

事

業

所

と

訪

問

看

護

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

連

携

に

よ

り

、

医

療

的

ケ

ア

児

の

受

入

れ

は

可

能

で

あ

る

と

考

え

て

い

る

。

市

内

５

つ

の

児

童

発

達

支

援

事

業

所

に

対

し

、

受

入

れ

の

働

き

か

け

に

努

め

て

い

く

。

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏
 

名

】

河

合

伸

治

 

問

 

こ

れ

ま

で

も

同

性

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

取

組

の

問

題

を

取

り

上

げ

て

き

た

が

、

制

度

が

整

備

さ

れ

て

い

な

い

た

め

不

利

益

を

被

っ

て

い

る

人

が

い

る

。

本

市

と

し

て

も

取

組

を

進

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

答

 

同

性

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

導

入

に

つ

い

て

は

、

国

や

他

の

自

治

体

の

動

向

を

確

認

し

つ

つ

検

討

を

進

め

て

い

く

。

市

民

の

理

解

を

深

め

る

た

め

、

今

年

度

の

人

権

フ

ェ

ス

タ

で

は

Ｌ

Ｇ

Ｂ

Ｔ

に

関

し

た

講

演

を

検

討

し

て

い

る

。

 



一

般

質

問 

【

会

派

名

】

憲

政

会 
【

氏
 

名

】

田

村

博

美 

問

 

市

の

観

光

行

政

に

つ

い

て

問

う

。 

答

 

コ

ロ

ナ

禍

後

を

見

据

え

た

今

後

の

観

光

戦

略

は

、

観

光

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

か

ら

も

マ

イ

ク

ロ

ツ

ー

リ

ズ

ム

の

傾

向

が

顕

著

に

表

れ

た

こ

と

に

よ

り

、

リ

ピ

ー

タ

ー

の

方

に

も

楽

し

ん

で

い

た

だ

け

る

よ

う

様

々

な

仕

掛

け

づ

く

り

や

観

光

体

験

メ

ニ

ュ

ー

を

充

実

す

る

。 

鵜

飼

に

つ

い

て

は

、

こ

ど

も

鵜

飼

教

室

や

ゆ

か

た

Ｄ

Ａ

Ｙ

等

を

実

施

し

て

市

民

の

皆

様

に

も

ぜ

ひ

乗

船

し

て

も

ら

い

、

一

層

の

誘

客

促

進

策

の

推

進

に

努

め

な

が

ら

保

存

・

継

承

に

つ

な

げ

た

い

。

し

か

し

、

特

別

に

新

規

の

事

業

に

つ

い

て

は

ま

だ

策

は

な

い

。

ま

た

、

本

市

へ

の

誘

客

が

期

待

さ

れ

る

新

規

の

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

す

る

民

間

団

体

に

補

助

金

を

交

付

す

る

な

ど

し

て

ア

イ

デ

ア

と

マ

ン

パ

ワ

ー

を

生

か

し

た

イ

ベ

ン

ト

が

各

所

で

企

画

・

開

催

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

す

る

。 

   



一

般

質

問

 
【

会

派

名

】

市

民

ク

ラ

ブ

・

草

の

根

 

【

氏

 
名

】

広

中

英

明

 

問

 

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

者

が

近

く

に

出

た

時

に

、

濃

厚

接

触

者

や

家

族

・

商

店

に

対

し

て

様

々

な

デ

マ

が

出

回

り

関

係

者

は

大

変

辛

い

思

い

を

さ

れ

て

い

る

。

市

か

ら

不

確

実

な

情

報

を

言

わ

な

い

よ

う

に

強

く

広

報

し

て

い

た

だ

き

た

い

の

と

感

染

者

が

出

た

地

域

で

収

束

し

た

時

に

は

素

早

く

安

全

宣

言

を

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

答

 

感

染

者

に

伴

う

誹

謗

中

傷

に

つ

い

て

は

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

。

「

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

関

連

し

た

人

権

へ

の

配

慮

に

つ

い

て

」

を

現

在

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

も

掲

載

し

周

知

し

て

い

る

。

安

全

宣

言

に

つ

い

て

は

、

判

断

す

る

の

に

あ

る

程

度

の

期

間

が

必

要

で

あ

り

、

適

切

な

時

期

に

安

全

宣

言

を

出

す

こ

と

は

困

難

な

状

況

で

あ

る

。

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

誠

い

わ

く

に

 

【

氏
 

名

】

丸

茂

郁

生

 

問

 

人

口

減

少

問

題

に

つ

い

て

 

岩

国

市

に

移

住

・

定

住

を

進

め

て

い

く

た

め

、

お

試

し

住

宅

の

施

策

を

講

じ

て

い

く

べ

き

で

は

な

い

か

。

 

答

 

「

お

試

し

住

宅

」

の

利

用

は

、

移

住

の

決

断

を

促

す

効

果

が

期

待

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

先

進

地

の

事

例

を

参

照

し

研

究

し

て

ま

い

り

た

い

。

 

他

 

・

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

に

つ

い

て
 

・

コ

ロ

ナ

収

束

後

の

大

規

模

イ

ベ

ン

ト

に

つ

い

て

 

   



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

湧

水

 

【

氏
 

名

】

矢

野

匡

亮

 

問

 

本

市

管

理

の

河

川

の

浚

渫

・

護

岸

改

修

に

つ

い

て

、

国

防

に

理

解

と

協

力

し

て

き

た

本

市

に

お

い

て

は

、

基

地

関

連

の

交

付

金

を

上

積

み

す

れ

ば

、

よ

り

事

業

の

進

捗

が

図

れ

る

の

で

は

な

い

か

。

 

答

 

令

和

四

年

度

以

降

も

、

再

編

交

付

金

を

政

府

に

要

望

し

て

確

保

し

て

い

き

た

い

。

要

望

が

叶

え

ば

そ

の

財

源

を

用

い

て

、

防

災

減

災

市

民

の

要

望

ニ

ー

ズ

に

応

え

て

、

必

要

箇

所

に

対

応

し

て

い

き

た

い

。

 

そ

の

他

の

質

問

事

項

 

・

ハ

ザ

ー

ド

マ

ッ

プ

の

作

成

に

つ

い

て

 

・

簡

易

型

水

位

計

の

運

用

に

つ

い

て

 

・

ｉ

 

Ｇ

Ｉ

Ｇ

Ａ

ス

ク

ー

ル

構

想

に

つ

い

て

 

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏
 

名

】

桑

田

勝

弘

 

問

 

将

来

的

な

人

口

減

少

や

少

子

高

齢

化

と

共

に

、

全

公

共

施

設

の

老

朽

化

が

進

み

、

今

後

、

全

施

設

の

維

持

が

困

難

と

な

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

。

本

市

で

は

「
（

仮

称

）

岩

国

市

公

共

施

設

個

別

施

設

実

施

計

画

」

が

策

定

さ

れ

、

施

設

保

有

量

の

適

切

化

や

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

が

求

め

ら

れ

て

い

る

が

、

本

計

画

で

は

、

そ

の

た

め

に

必

要

な

「

支

出

額

」

が

ト

ー

タ

ル

コ

ス

ト

で

示

さ

れ

て

い

な

い

。

今

後

、

統

一

基

準

の

活

用

や

シ

ス

テ

ム

の

効

率

化

を

進

め

、

よ

り

精

緻

な

コ

ス

ト

情

報

が

必

要

で

あ

る

。

今

後

の

取

組

を

問

う

。

 

答

 

今

後

、

各

施

設

の

ト

ー

タ

ル

コ

ス

ト

を

把

握

す

る

た

め

、

ま

た

、

効

率

的

な

財

産

管

理

の

た

め

の

将

来

的

な

シ

ス

テ

ム

の

在

り

方

も

含

め

て

、

関

係

各

課

で

課

題

を

整

理

し

、

費

用

対

効

果

等

も

勘

案

し

な

が

ら

調

査

・

研

究

を

行

う

。

 

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

リ

ベ

ラ

ル

岩

国

 

【

氏
 

名

】

姫

野

敦

子

 

問

 
 

技

術

革

新

が

進

み

遠

く

な

く

自

動

運

転

の

時

代

が

来

よ

う

と

し

て

い

る

。

市

民

生

活

で

重

要

な

道

路

の

整

備

、

特

に

安

全

に

通

行

す

る

た

め

の

停

止

線

、

横

断

歩

道

、

外

側

線

が

見

え

に

く

く

な

っ

て

お

り

危

険

で

は

な

い

か

。

 

答

 

市

道

は

総

延

長

一

五

八

〇

㎞

に

も

及

び

、

維

持

管

理

の

た

め

日

頃

か

ら

異

常

の

早

期

発

見

や

安

全

上

、

緊

急

性

の

高

い

所

か

ら

対

応

し

て

い

る

。

な

お

、

６

月

１

日

か

ら

ス

マ

ホ

ア

プ

リ

「

ラ

イ

ン

」

を

使

っ

て

の

通

報

で

位

置

も

明

確

に

知

ら

せ

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

利

用

し

て

ほ

し

い

。

 

 

こ

の

ほ

か

に

、

気

候

変

動

に

よ

る

豪

雨

対

策

と

し

て

横

山

の

ポ

ン

プ

場

整

備

、

ク

ー

ル

チ

ョ

イ

ス

宣

言

、

新

型

コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

接

種

の

余

剰

ワ

ク

チ

ン

の

利

用

や

居

宅

事

業

所

従

事

者

へ

の

対

応

を

問

う

た

。

 



一

般

質

問

 
【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 

【

氏

 
名

】

長

岡

辰

久

 

問

 

３

月

の

航

空

機

騒

音

は

、

尾

津

で

沖

合

移

設

後

最

大

、

由

宇

で

も

過

去

最

多

で

異

例

な

増

加

だ

っ

た

。

こ

の

原

因

は

ハ

ワ

イ

か

ら

米

空

軍

Ｆ

２

２

ラ

プ

タ

ー

６

機

が

飛

来

し

海

兵

隊

Ｆ

３

５

―

Ｂ

、

三

沢

航

空

自

衛

隊

Ｆ

３

５

―

Ａ

と

連

日

の

よ

う

に

共

同

訓

練

し

た

こ

と

が

主

要

因

で

あ

る

。

司

令

部

Ｈ

Ｐ

で

は

、

岩

国

基

地

へ

の

展

開

目

的

は

、

太

平

洋

地

域

で

有

事

が

発

生

し

た

場

合

の

統

合

部

隊

の

編

成

、

機

動

性

と

即

応

性

の

確

保

の

た

め

と

あ

る

。

基

地

所

属

機

以

外

の

訓

練

は

中

止

す

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

、

３

月

３

１

日

、

市

長

が

基

地

内

で

司

令

官

に

情

報

提

供

の

必

要

性

と

航

空

機

の

運

用

に

お

け

る

騒

音

軽

減

を

強

く

要

請

し

た

と

あ

る

が

、

遅

す

ぎ

で

は

な

い

か

。

 

航

空

機

騒

音

に

つ

い

て

は

、

生

活

に

障

害

を

与

え

て

い

る

と

認

識

し

て

い

る

。

 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

憲

政

会

 

【

氏
 

名

】

中

村

雅

一

 

問

 

錦

帯

橋

世

界

文

化

遺

産

専

門

委

員

会

の

開

催

を

受

け

今

後

の

方

針

、

保

存

活

用

に

つ

い

て

問

う

。

 

緩

衝

地

帯

の

整

備

計

画

に

つ

い

て

問

う

。

 

専

門

委

員

会

で

無

形

の

要

素

に

つ

い

て

提

案

書

に

加

え

る

よ

う

委

員

か

ら

の

提

言

を

受

け

今

後

検

討

を

進

め

て

い

く

。

保

存

活

用

に

つ

い

て

は

技

術

者

の

育

成

を

図

り

良

好

な

形

で

未

来

へ

伝

え

て

い

く

。

 

緩

衝

地

帯

の

整

備

計

画

は

、

錦

川

下

流

域

に

お

け

る

錦

帯

橋

と

「

岩

国

城

下

町

の

文

化

的

景

観

」

保

存

活

用

計

画

策

定

事

業

報

告

書

及

び

ま

ち

づ

く

り

実

施

計

画

と

調

整

を

し

な

が

ら

手

戻

り

の

な

い

よ

う

進

め

、

景

観

と

調

和

の

と

れ

た

整

備

を

行

う

。

 

横

山

地

区

の

内

水

被

害

の

対

策

を

排

水

計

画

の

見

直

し

を

し

な

が

ら

ポ

ン

プ

場

整

備

と

合

わ

せ

早

期

の

実

現

を

目

指

す

。

 



一

般

質

問

 
【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 

【

氏

 
名

】

小

川

安

士

 

問

 

ワ

ク

チ

ン

接

種

が

進

ん

で

も

、

Ｐ

Ｃ

Ｒ

検

査

は

必

要

。

感

染

を

抑

え

る

よ

う

、

Ｐ

Ｃ

Ｒ

検

査

の

態

勢

強

化

を

国

に

求

め

る

べ

き

で

は

な

い

か

 

答

 

山

口

県

の

行

政

検

査

は

積

極

的

な

疫

学

調

査

に

基

づ

き

行

政

検

査

が

確

実

に

行

わ

れ

て

お

り

、

今

後

も

こ

の

態

勢

を

維

持

し

た

い

。
 

問

 

こ

れ

か

ら

検

討

す

る

公

共

施

設

実

施

計

画

は

、

多

く

の

公

共

施

設

の

廃

棄

、

住

民

サ

ー

ビ

ス

切

り

捨

て

が

心

配

さ

れ

、

人

口

減

少

や

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

崩

壊

の

恐

れ

も

あ

る

。

ど

の

よ

う

な

岩

国

を

目

指

す

の

か

。

 

答

 

建

物

に

係

る

総

延

床

面

積

を

、

計

画

期

間

の

２

０

年

間

で

２

０

％

縮

減

し

、

今

後

４

０

年

間

で

３

０

％

削

減

す

る

。

７

月

か

ら

地

域

毎

の

住

民

意

見

交

換

会

で

意

見

を

聞

き

、

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

も

行

っ

て

今

年

度

中

に

計

画

を

完

成

さ

せ

る

予

定

。

 

 



一

般

質

問

 
【

会

派

名

】

市

民

ク

ラ

ブ

・

草

の

根

 

【

氏

 
名

】

重

岡

邦

昭

 

問

 

極

東

最

大

級

と

な

っ

た

岩

国

米

軍

基

地

に

対

す

る

市

民

の

心

構

え

に

つ

い

て

。

艦

載

機

移

駐

後

、

岩

国

米

軍

基

地

を

中

心

に

激

し

い

軍

事

訓

練

が

展

開

さ

れ

、

騒

音

被

害

は

ま

す

ま

す

深

刻

な

も

の

と

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

市

民

の

安

心

・

安

全

を

守

る

た

め

の

対

策

は

非

常

に

遅

れ

て

い

る

。

一

方

、

北

朝

鮮

ミ

サ

イ

ル

問

題

、

尖

閣

諸

島

領

有

権

問

題

、

今

で

は

中

国

に

よ

る

台

湾

進

攻

が

６

年

以

内

に

起

き

る

と

米

軍

の

情

報

分

析

も

あ

る

。

そ

こ

で

確

認

す

る

が

い

つ

ま

で

基

地

機

能

強

化

と

防

衛

予

算

と

の

見

返

り

交

渉

で

の

街

づ

く

り

を

続

け

て

い

く

の

か

。

攻

撃

の

リ

ス

ク

が

増

す

中

、

市

民

の

納

得

す

る

説

明

が

必

要

と

思

う

。

つ

い

て

は

、

市

民

の

安

心

・

安

全

を

守

る

た

め

の

根

本

的

な

解

決

策

は

目

の

前

の

防

衛

予

算

で

な

く

基

地

縮

小

と

い

う

選

択

肢

も

あ

る

と

思

う

が

、

市

長

の

見

解

を

聞

く

。

 

答

 

縮

小

の

考

え

は

な

い

。

 


